
【声明・今市事件】 

 

最高裁判所の不当決定に強く抗議する 

  

 ２０２０年３月４日付で最高裁第２小法廷（三浦守裁判長）は、今市事件の被告人で

ある勝又拓哉さんが殺人罪に問われた今市事件について、上告棄却の決定をした。 

 私たちは、国民の常識とはかけ離れた信じがたい暴挙をした東京高裁の判断を最高裁

判所が正さなかったことに強く抗議する。 

 

 今市事件は、２００５年１２月１日午後２時３８分ころ、栃木県今市市（現在の日光

市）の小学１年生の女児が行方不明となり、翌日、茨城県の山林で遺体となって発見さ

れた事件である。捜査機関は、事件発生から約８年が経過しても解決できない状態を打

開する賭けに出るかのように、２０１４年１月２９日、勝又さんの身柄の確保のため、

商標法違反で別件逮捕した。商標法違反の起訴後は、身柄拘束を利用し、今市事件の取

り調べをした。 

 勝又さんは、同年６月３日、殺人罪で再逮捕され、その後自白し、宇都宮地検は、同

月２４日、勝又さんが「２００５年１２月２日午前４時ころ」「茨城県常陸大宮市三美

字泉沢１７２７番６５所在の山林西側山道」で殺害したと訴因を特定し、殺人罪で起訴

した。 

                      

 ２０１８年８月、東京高裁は勝又さんに対し、第１審裁判員裁判の「無期懲役」判決

を破棄した上で、再度「無期懲役」判決を出したが、特に、次の３点において、容認で

きないものであった。 

１ 弁護人が提出した鑑定意見等や法医学者の証人尋問で自白と客観的事実との矛盾

が明らかにされると、起訴状記載の「殺害日時・場所」では有罪認定できないことか

ら、東京高裁は、「殺害日時・場所」の幅を広げる訴因変更を検察官に促した。東京

高裁の訴訟指揮は、著しく公平性を欠くとともに、市民の常識を裁判に活かすために

導入された裁判員裁判の審理を無視し、公正な裁判を受ける権利を侵害するものであ

った。 

２ 東京高裁は、勝又さんの犯行を否定する証拠がありながら、犯人と認定した。捜査

側は、勝又さんが女児に対してわいせつ行為をしたとのストーリーを描いたが、わい

せつ行為の痕跡が出てくることはなかった。女児の遺体や頭部に貼られた粘着テープ

からは、勝又さんのＤＮＡは検出されず、第三者のＤＮＡが検出された。ところが、

検察側の「コンタミネーション（汚染）」とか「犯人のＤＮＡは出ないこともある」

という主張を鵜呑みにして、東京高裁は第三者の犯行可能性を否定した。 



３ 東京高裁は、勝又さんが母親に対して「自分で引き起こした事件」「めいわく

をかけてしまい、本当にごめんなさい。」と書いた手紙を有罪認定の決め手とした。

第１審では、「自分が引き起こした事件」が「何を指すのかは必ずしも明確とは言え

ず、犯人性を直接的に基礎づける事情とはなりえない」と判断していたにもかかわら

ず、裁判員裁判の判断を無視し「殺害を自白したもの」と断定し、有罪の決め手にし

た。 

 

 東京高裁は、有罪判決の決め手となった「自白」の信用性が崩れ、状況証拠のみでは

有罪認定できないと判断されていたのであるから、「疑わしいときは被告人の利益に」

とした刑事裁判の鉄則に基づき無罪とすべきだった。それにもかかわらず、情況証拠の

証明力をかさ上げし、追加された訴因に基づき自判したのである。 

 最高裁判所は、東京高裁の誤った判断を正さず、国民の人権と自由を守るという期待

される職責を放棄した。よって、私たちは、上告棄却という不当決定をした最高裁判所

に対して、強く抗議する。 

 

２０２０年３月６日 
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